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l王i 林
???
ョン
立-5 農村のコミュニケーションの特色
国 農村のコミュニケーションと公民館
ill-l I~I 治公民館
直-2 地区公民館
ill-3 中央公民錦
町むすび
I v土しヵ:き
H 入善IIlJ木根地i玄の生活組織とコミュニケーシ
II-l r島Jと同族柴田
II-2 班の機能と行事
II-3 区(生産組合)の機能と行事
1I-4 木根地区の諾組織と行事
I はしがき
1960年代からの経済の高度成長期に進められた農業の基盤整備と機械化・合理化によって，生産性の
向上と省力化が多くの地域で達成された.数は少ないが3 全国各地で，それぞれの場所の条件に応じ
た自立農業経営が実現された1) 他方では， 大多数の農家は恒常的通勤兼業などの安定した農外就業
を取り入れ，その分だけ農業活動を縮小する方向にむかっている 2) 方向は異なるが， し、ずれの場合
においても農家の所得水準は著しく向上したことは事実であり， 1985年の農林水産省の農家経済調査
によると， 1農家当り6，956，000円の収入をあげるに至った.これは非農家を含めた全世帯の平均収
入の5，338，000円の1.3倍になる.その結果，農村においてもこれまでの経済活動重視の傾向から，文
化活動やレクリエーショソ活動を含めた日常生活の質の向上，生活環境の整備などに一層自がむけら
れるようになってきた.余暇時間の増大，人口の高齢化にともなう未就業者の噌加もこの傾向に拍車
をかけている.
黒部)1扇状地における自治体もかつての経済政策重視の方向から大きく転換している.黒部市は
1983~三 3 月に発表した総合振興計画において九、きいきと健康で豊かなゆとりのある黒部市をめざし
てJとうた"、3)， 入善IJも1983年3月の新総合計画において「活力とうるおいに満ちた文化のまち入
善Jという方針をかかげたの.し、ずれも，地域文化やスポーツの娠興， 社会教育活動の活性化を通じ
て，住民の生活・文化の向上をはかることを主要な目標としている.
ところで， コミュニケーションとは「社会生活を;営む人間の間に行われる思想交換あるいは思想伝
達jのことを指すが，地域の文化や生活の向上を実現するには，施設面の充実をはかるとともに， コ
ミュニケーションの円滑化をはかることが重要である.そのために現代の農村のコミュニケーション
活動の実態を分析しその特徴を探ることが必要であろう.この報告で、は農村‘の住民のコミュニケー
ションに大きな役割を果たしていると考えられる lヨ常のつきあいや諸行事， さらにそのための組織と
施設について，特にそれらの空間的広がりや配震に着目しながら検討することにする.
研究対象地域として， すでに調査の概要を発表した入善1l1J木摂地区を取りあげ5)， まず集落の段階
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第 1間研究対象地j或
での諸行事や生活組織の実態を検討し，さらに
入善IHJや黒部)1溺状地全域に視野を広げていく
ことにする.木根地区は黒部)1扇状地扇端部に
る集落で(第 1I~I) ， 1986年12月の入善
/1J住民課の資料によると，戸数95，人i二1433を数
えた.農業七ンサスで、は木根地区をit.9品とご
の2つの;農業集落に分け‘ているが，大手として
は1つのまとまりであるの. 1985年の統計によ
ると，農家は76戸，専業農家と第 l種兼業農家
はそれぞれ3戸と 5戸で，残りの68戸iが第 2種
兼業農家であった.そして兼業農家の80%以上
が恒常的勤務に従事していた(第 l表)• 住民
の就業状況を黒部川扇状地地域社会研究所の
1986年12月の調査結果でみると，農業従事者は 82人で，全就業者 255人の32.2%を占めるにすぎず，
製造業と建設業を合せた第2次産業従事者が108人で、全体の42.4%，第3次産業従事者"は25.4%をlfi
めた(第 2表).まさに， I景観的には農莱的要素が卓越するが，機能!めには非農業的・'&'日市的要素
を極めて多く含む農村」といえよう 7)
木根地区の住民のコミュニケーションは，さまざまな機会を通じて行なわれるが，班や区などの自
治組織，本家と分家関係などの同族組織，主に農業に[認する生産組織，宗教組織，年齢別・性別につ
くられているさまざまの組織， その他余暇組織などが重要な役割を果たしていると考えられるわ.ま
ず， これらから検討することにしよう.
第 1表 入善IfJ木根地区における]#兼業別民家数 (1985:q三p 単位:j二i)
第兼業1農1家重 兼第業2農種家
兼業の種類
農業集落 総戸数 農家 専業農家
ムj::J 可~-r- I 恒勤;i';/YJ務 I I即lヨ鹿時雇・ 1 I~! 'i~; 
西島 26 24 1 1 22 23 18 5 
三島 67 52 2 4 46 50 43 5 2 
合計(木根) 93 76 3 5 68 73 61 5 7 
資料:1985年農林業センサス
? ? ?
89 
E 入善町木根地症の生活組織とコミュニケーション
11-1 [-島一!と!可族集日i
木根地区の家屋の分布をみると，おおまかに主安地方道・生地・入善線ぞいの仁jコ央部の塊り，
北部， 南東部，南西部の全体で4つのまとまりに分かれていることにきずく.第 21裂に示したよう
に，二iヒfisは向南東部は有1ft:-， 南西日j)は西
中央部の東が東島，そして西が新聞島と H子
ばれている.向島，京!倉， 東j主5，新 1:EI ，I~h
のそれぞれの戸数は， 15， 8， 26， 20， 24であ
る.和倉は本来東島の一部であり，明治則以降
の比較的新しい分家が増加して成立したもので
あるー和倉を含む東烏と向島，新1，1告の総称が
三島である.この三島の範囲が現在の行政の末
端組織である区をつくっており，間こ操業協
同組合の下部組織である生産組合でもある.西
島は別の区と生産組合をつくっている.
このような「島」と呼ばれるものは，すでに
富山県砺波平野や石川県手取)I1扇状地を初めと
する多くの扇状地性平野における村落研究にお
いて指檎されてし、る.橋本は砺披市!鷲楢地区の
研究において9)， I彼等は用水路に区分された
島状徴高地に居住し?その周辺を漸次開拓して
いった.開拓が進み，かかる生活空間が連鎖的
に形成されてくると，それらの複合的な生活空
間として，後世のシマの原型にあたる小シマ複
合空間が醸成されてくる.J と述べている. 木
根j也|玄の場合にも，点在していた土壌の多少深
い徴高地が個々に!3ri拓されてゆき，さらに開拓
地がしだいに連合して「島Jを形成していった
と考えられる!扇状地のI~I~拓は江戸前期
一一木服地区の {([~ITII
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第 2図 入善IHT木恨地症の班と島と区
資料:現地での観察と1YJき取りにより
fFlt( 
から活発に進められたが10)，小規模なものは明治期以降，昭和10年代に至っても実施されていた.そ
の際には同族の団結が重要な役割jを果たした11)
現在の同族の分布と本家・分家関係をみると(第3[玄1)， 向島は H家と Ka家と Ki家が， 3f1]倉を
含めた東島~まK家と Ha家と Sa家が，新 11:1島はK家が，西島はT家と S家と F家が主な構成員となっ
おり，それぞれの が地縁的結びつきとともに同族的結びつきの となっていたことがオっか
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第 3図 入善HlJ木根地l玄の島と!可族集団
資料:1i1き取りにより作成
る.本家分家I~~係の空間的広がりが， itfl，l告の場合には， 1 OUを除いてすべて「島」の範簡で完結してい
るのに対して，その他の向島，東島，新m，l訟の場合には相互に入りくんでおっ，個々の「島Jを単位
とする生活空間が連合して，さらに大きな三，烏という単位が形成されていったことが推定できる.姓
をi司じくする家は， Ka家の場合を除し、て同じ寺の壇家となっている. 入善町吉原地区の光明寺と光
誓寺の門徒が多いが，青木地匿の浄慶寺や東弧地区の菩称寺，そして魚津r=1'Jの詫法寺門徒もいる.木
根地区の同族内での結びつきは現在では弱く， ごく近い税務{を除くと特別なつきあいはみられない.
地縁的集団であるとともに同族集団的性格をもっ「島jは，木根地区の基本的生活単位となること
が多い.例えば， I~I 治組織としての区は三島と西島の 2 つがあるが，三島の場合，和倉を含む束島と
向島と新日ヨ島の 3つの「島」が区長の選出単位であり， 2年任期で‘それぞれの「島Jから輪番で選ば
9] 
れる.また，区の下部組織である〕五は，それぞれの「鳥J を 1~3 地区に分けたものである.木根神
社(三社之社)の宮総代は間島，東島(和倉を含む)， l~îJ ，I詰，新|壬i 島の 4 つの「島J からそれぞれ l
人ずつ選ばれることになっている.
11-21iJの機能と
1 )班の機能
木根j也症の班は，それぞれの「島Jを道路や用水路などの境界や家の集合状態を考慮して， 10戸前
後のまとまりごとに分けたものである.西島には3つ，東島，向島，新E日島には 2つ，和倉には 1つ
の班がある.三島の場合には班長の l人が区長から副区長に指名される.班は症の下部組織として，
lJからの各種の印刷物の配布や情報伝達の単位である外に， 日常生活の上で最も身近なつきあいの範
凶でもある.しかし，改った行事の主なものとしては，新年宴会と花見とサナプリ程度である.1iJ1は
葬儀の際の互助組織である.不幸があった家に木摂地区の全戸が香典を持参し，葬儀に参列するのが
習慣であるが，具体的な世話は当該の]去と近い親類によって行なわれる.
2)班の行事
新年宴会 新年宴会は 1月21ヨにそれぞれの班ごとに，特定の個人の家で、行なわれることになっ
ている.数え年が42歳と60歳のj百年にあたる男性のいる家が率先して会場をひきうける習慣になって
おり，泊ーの費用を負担する.料理:は 5~6 年前まで会場となった家が作っていたが，現在では主に入
善IlJ芦1奇地匿の魚屋に仕出しをたのみ，必要経費を参加者で、平等に分担するようになっている.向島
の班のようにそれぞれの家から世帯主 1人が参加する場合と，東島の場合のように複数あるいは家族
全員が参加する場合など，斑によってさまざまであるが，最近の額向としては多くの者が参加するよ
うになっている.普通は午前日時頃から始まり，午後 5n寺頃に散会する.この際に 4月から任期が始
まる次期班長を選ぶ.
花見 4 月の初旬の桜の季節になると，それぞれの斑ごとに構成員の I~I 由参加で、花見を行なう.
場所は集落の中心部にある木根神社で、あったり，近隣ーの適当な場所であったりする.雨天の場合は公
民館を利用することもある.参加者が会費を平等に負担する.
サナブリ サナブリとはE13i謹終了1寺の訪れ、であり 5月i二1::1旬の土曜日の夕方，それぞれの家の世
帯主が食事を兼ねて会場となる家に集まり，宴会を行なう.この地区では1965年にi習場整備が完了し
たが，翌1966年から1970年頃まで，田植機の普及によって中止されるまで斑が単位となり共同田摘が
実施された. また， 1953年壌にこの地区に耕転機が導入される以前には， 長野県から農耕:用の馬を
{昔りる慣行があり， )~を借りた仲間，あるいは集落内のj誌のf9í-有者を中心にB3槌仲間がつくられてい
た.当時でも育15は個人で、行なったが，刻起や代かき， ワク押し ED植は共同で行なった.田植が終
了すると!壬l槌仲間で酒宴を行ない.翌日にイ中間全員で芦1時地i玄や入善地区の銭湯へ日帰りででかける
のが習慣であった.古いl時代のf3:1i龍仲間の範1mは必ずしも班の範悶と一致しなかったが，ほぼ対応し
ていた.1950年代までさかんに使用された水車の111:)間も， Efの範 Itì~を越えるものではなかった.農業
の機械化以前には， この行事は大きな意味をもっていた.
92 
ll-3 I玄(生産組合)の機能と行事
1 )区の機能
三島と西島はそれぞれ圧と生産組合をつくっており 12)，区長Vi生産組合長を兼ねている.区と生産
組合の行事は未分離なことが多しその主なものは新年宴会，総会，常会などである.そのほかに農
業生産に関係するものとして，農協職員との座談会(農事講話会)，青閉まわり，水i王!の転作のわり
ふりなどがある.農業協同組合の総代の選出は， I三:を基本単位としている.さらに!日背木村の運動会
には，やはり西島と三島という区が単位となり参加する. 1ヨ青木村には10の区がある.区長は自治公
民館長としてその運営にあたっている.区の行事や集会には主にこの公民館が用いられる.三J誌の公
民館は1936年に建てられたものを1986年に改築したものであり，三島と西島両集落すなわち木根地区ー
の公民館も兼ねている.この場合，地元では木根公会堂とn子ぶ.この報告でもこれにならい木根公会
堂とよぶことにする. fLEi)告は独自に公民館を維持してし、るが，大きな行事や多人数が集まる場合，公
会堂を使用する
間島と三島の全戸には有線放送の受信機が備えられている.送信機はそれぞれの区長宅にあり，ほ
ぼ毎日午前611寺30分と午後 6!1寺~7 時に放送することになっている， !玄や生産組合の仕事の他に，老
人会，婦人会，宗教関係などさまざまな情報が豆長のところへもたらされ，それらが放送される.有
線放送は1957年に!日青木村の全戸数を対象にして設置され，当初は青木操業協同組合から放送されて
いたが， 1965年からそれぞれの援で維持管理することになった. I豆長以外は送信できず，他は情報を
受けるのみである.区長が交代すると，送信機を新区長宅へ移動する.西島と三島の!豆長は電話を用
いて相互に連絡し情報を交換してし、る.有線放送は黒部)1扇状地のような散村積雪地帯では，有効
なコミュニケーション手段となっている.
i玄と生産組合の行事，公民館の維持管理に必要な経費はあわせて，戸数割りと;農地の反lJlj当りで徴
収される. 4月1白から翌年 3月末までが会計年度となっており， 1985年度の三島の収入の合計は
1， 458， 189円で，その内訳は繰越金261， 239円，負担金(1戸当り 3500円2 反当り 150内の割合で徴収)
が320，850門，事業収入が 419，200円，助成金 (lnJ， i農協，土地改良区からのもの)が388，728円，そ
の他預金利子などが68，172円であった(第 3表).事業収入は慰安会や新年宴会などの会費であっ
た.支出の合計十丸会合費が204，677円，事業費666，896門，有線放送経費が29，000F9，助成金80，000
円，その他が71， 340円である，事業費の中で最も大きな支出は後に述べる慰安会と新年宴会への支出
であった.助成金の中には新しい公民館建設準備の費用が含まれていた.その他には三島倉庫の火災
保険掛金，選挙のあいさつに月札、る泊代，公民館の消耗品が含まれていた.
2) 区の行事
新年宴会 1月4日の午後，西島と三島の農家，非農家を含めた全戸から世帯主が l人ずつ参加
して，それぞれの公民館で新年宴会を行なう.午後211寺から 3時頃に集まり夕刻まで飲食するが，料
理は芦iIl奇地i乏の仕出し屋から取り寄せ，経費は平等に負担する.
総会 3 月下旬に三島と西 j誌の公民館で、それぞれ総会がl~fJかれる.すべての家の世帯主が参加す
ることになっている.生産組合の経費も含めた区の収支決算報告とその承認が行なわれ， さらに行事
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第3表三島区収支決算 (1985年4月113 ~1986年 3 月 25 日)
収入 :1 支
1 IE分| 内訳
?
、 、
?，
?
???、 、???
繰越金[ 261，239 iよL三2{:二5- ~1t 204，677 
負担金 320，850 
1ム1、I~' 金f支、 156，747 
l戸当3，500lTj X 67戸 234，500 
班長会関係 47，930 
反当別反当150円 86，350 事業費 666，896 
事業収入 419，200 
関ベニ.、学?士、会-'， 332，076 
慰安会(金太郎温泉〉 219， 500 
)1主事講話会 62，650 
新年会 170，700 
農協農業祭 5，000 
農事講話会 29，000 
秩祭礼 9， 200 
新年会 206， 700 
助 j友金 388，728 海岸怯植樹 450 
IIJ関係(転作・多用途米) 62， 100 体育!持部 50， 820 
納税報償金 180，000 (青木地区体育大会) ( 44，520) 
農協関係 135， 128 (青木地区ソフトボーノレ大会〉 ( 6，300) 
(サシ米代) (40，845) 
有線放送
(調査費〉 ( 2，800) 
29，000 
(配当金〉 ( 5，995) 
有線放送鯵理代 14，000 
(部法座談会) ( 7，133) 
有綜放送コンクリート柱 15，000 
(軽hJl免税) (78，355) 80，000 
土地改良区江切助成金 11， 500 公民館建設委員会 50，000 
その他 71，340 
利用料i食卓利用 7，300 部正ii¥il区長感謝状記念品 28，650 
その他 60，872 部m;1J[玄長事務手当 10，000 
利息 6，082 三島倉庫共済掛金 9，000 
社会福祉(日赤〉 24， 790 IlJ議選挙酒 15，680 
寄付 30，000 献穀Ij{間 7，840 
使所紙 170 
l差引金合計次年度繰越金 406，276 
資料・三島区保存収支決算書綴
計画と予算案が検討される.この際に区と生産組合関係の役員の改選も行なわれる.
常会 月に 11:9:1，それぞれの家の主が三島と西島の公民館で会合し，その時々の報告と問題
について話ーし合う.現在で、は通勤者が多いため，土1J1li1ヨの夜に行なわれることが普通になった.通常
は夏季は午後 7R寺頃まで農作業があるので，午後 7時30分頃から始まり，会合の後の簡単な懇親会を
含めて午後日時頃まで続く.冬季は午後 71寺領に始まり，午後101寺頃までには終る.選挙を初めさま
ざまな機会に集落に寄与された溜を， この際に飲む.
慰安会 田植の終了した 5月の第 21ヨ!程臼頃に臼帰りで近隣の温泉へ出かける.年によっても異
なるが魚津市の金太郎温泉，朝自IlJの小)1温泉，宇奈月lJJの宇奈月温泉などが主なiヨ，;(J地である.原
則としてそれぞれの家から 1人が参加する.会費を徴収する以外に納税報償金がこれに使用される.
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全戸数の70~80%がこれに参加する.
3)農業生産にi却する行事
農事講話会と青田まわり 生産組合本来の行事としては， 1)=] 271=]と5)=j 19 1::に農業協同組合の
営農指導員と集落氏の座談会があり， これを;農事講話会と 1子ぶ. 5月から 7月にかけて 31互!にわたっ
て青阻まわりが行なわれる.これは操業協同組合と;農業改良普及所の指導員とともに， 7Jく|王iを1fi:11) ~n 
j也で指導;をうけるものである.最近は通勤兼業者のIlt;Nf主が多く，不在であるため，主婦が参加する
ことがめずらしくなくなった.
江波い 3月下旬のi玄の総会が開かれる!ミ!の午前中には，江淡いが行なわれる.三島と凶島でそ
れぞれ5J1jに分担箇所を決めて，主要幹線用水路を清帰する. ;)!o農家も含めて全戸が参加することにな
っているIllJーからわずかの補助金がでるが，茶菓代程度ーである. 1960年代に用水路が整備される以前
には，稲作に不可欠な重要な行事であったが，現在では簡単な作業になり，午前71l寺30分から始まり
午前10li寺頃には終了する.
転作のわりふり 水13:1利用再編対策の実施に伴う転作のわりふりは I日]ーから1ヨ青木村の豆長会に
転作商穣が知らされ，さらに各区長がそれぞれの区において個人別にわりふる.ただし，集団転作を
行なうと多くの補助金がもらえるため，区全体で転作自を場所iめにまとめる作業が必要で、ある.これ
は区長兼生産組合長の仕事である.
II-4 木根地区の諾組織と行事
1)木根地!玄の諾組織
行政や農業協!可組合の末端組織として三島と西島に分かれているというものの，木根地区はかつて
の藩政村であり，明治期以降も 1つの集落として住民に認識されてきた.現在のように区と生産組合
が別れたのは第2次世界大戦後，農業協同組合の下部組織である生産組合をつくる際である.木根地
区の最も重要な精神的な核は，木根神社(三社之社)であった.木根地i玄の家々の連帯感は，主とし
て木根神社の諸行事を通して維持されているといっても過言ではない.それゆえ木根地区全体に関す
る諸行事は，ネrjl社関係以外のことであっても，宮総代が中心的役割jを果たす.すでに述べたように，
宮総代は木摂地区の 4つの島からそれぞれ 1人ずつ，比較的年配の古い家柄の有力者が選ばれる.い
ずれも!豆長や農業協同組合の総代の経験者であり，さらに1日青木村の範閤や入善IlJvこかかわる諮役員
であった者が多い，
宮総代は木根地区を儀礼的な面で代表し，隣接地区の火事や洪水，大波などの災害の見舞， Il!J長・
IlJ会議員当選祝いにおもむくほか，農業協同組合理事・監事， rl!J会議員，各種団体役員の選挙候補に
ついて隣接地区と調整したりする.宮総代の任期は2年であり， これを 2期勤めるのが慣習となって
いる.区長や班長は実務が多く，極めて多忙であるのに対して，宮総代は名誉職としての性格もあ
り，希望者も多い.
神社関係の主要な行事としては，年始祭，左義長，年頭祭，春祭，虫祭， l*祭，新嘗祭がある.そ
のほかの木根地区の行事として，新年宴会や宮の総会，盆おどりなどがある.さらに木根地区にはい
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せいめい
くつかの性別・年齢別組織がある.それらは35歳までの男性による精明会， 36歳から55歳までの男性
;;~よし、
の三四五会， 60歳以J二の男性・女性の福寿会(老人会)， 30歳代前半までの若妻会，それ以上の年齢
層の婦人会などであり，それぞれ活発に活動している.そして，その活動の主な場所が木根公会堂で、
ある.さらに，雅楽の会や家庭菜園をつくる会などがあり，また農業関係では球根栽培者のグループ
や育部組合に所)f~ しているグループなどがある.
神社を中心とした経費は， I玄の経費とはyJIj会合iで木根地区の全戸(木根神社の氏子〉から徴収され
る.会計年度は 8月 11ヨから翌年7)j 31日までである.1985年の収支決算書によると，収入は722，862
円で，その主要なものは 1戸当り6，000門ずつ徴収される割当金であった13) 支出をみると， 氏子総
会費や総代手当，神社の維持費・修繕費， :fIP社や墓地の清掃の謝礼，祭の経費の外に，公会堂の火災
保険費用， )1 J京運動公園(木根地区のゲートボーノレ場)造成費用，三四五会や精明会，婦人会，福寿
会， Y己主クラブ，雅楽の会への補助金も含まれている.
木根地区では1986年に1IJーから50万円の補助金を得て，総工費2，100万円で公会堂(公民館)を建設
したが， これは1936年に建てられ老朽化していた木根公会堂を建てかえたものである.新しい建物
は，木根公会堂で、あるとともに，三島公民館としての機能を兼ねている.そのため建設費の負担額を
みると，三島の各戸から247:;P=J，西島の各戸から 8万円となっている.なお，西島には;51jに1971年に
建てられた西島公民館がある.公会堂の建設費の徴収にも， IR長とともに宮総代があたることになっ
ている.さらに，木根公会堂の消耗品や光熱費を含めた維持管理費は，今後，神社の会計の中に組み
込まれるようになる.
2) fljlf主を中心とした行司王
年始祭(新年宴会) 年始祭は 1月11ヨに木根地|玄全体で、行なわれる行事で，普通新年宴会と呼
ばれ， これにはそれぞれの家から 1人に限られず複数が参加する.午前8時30分頃から木根神社で、初
誌をすました人々が，木根公会堂に集まる.数え年42]設をむかえた男性の初老の「おひろめ」がこの
しようしんげ
行事の主旨の lつである.午前101寺頃から浄土真宗のお教(正信偽〉を参加者でl唱える.仏教に通じ
た地区の長老が先導し， {曽侶をよぶことはない.黒部)1扇状地では普通にみられることであるが， こ
の公会堂(公民館)にも仏壇が設けられている.次いで宮総代，区長，地i玄選出の町会議員， ，農業委
員会委員，土地改良区の理事，民生委員などが年頭のあいさつを行なう.そして神社や区，公民館な
どに寄付された酒の披露の後，初老をむかえた人が主賓，還暦をむかえた人が準主賓となり，酒宴が
行なわれる.酒宴は午前日時30分頃から午後 11時頃まで続くが， これには女性はほとんど参加せず，
先に帰宅する.
1985年度の神社の行事明細書によると，年始祭の!際， :f1I社に清酒6斗 7升が奉納され， これを福寿
会 (2升)，三四五会(3升)，精明会 (2升)，若妻会(2升)，婦人会(3 升)，消防I~ (2升)，雅
楽の会(2升)，左義長 (2升)の各国体と西島 (4升)， 和倉 (2チ1-)， 東島 (4升)， 新四島 (4
升)，向島 (4升)に配分し，神社が6升預り，残りの 2斗 5升を当日の宴会で使用した.
年頭祭 1月20日前後には年頭祭が行なわれる.これは木来元旦に行なわれるべき性格のもので
あるが，木根神社のネIjJ事をつとめる黒部市三島地区の八心大"flj比古神社のネql主は，ほかに20数社に関
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係しているため， この時期にようやく願番が回ってくる.宮総代が社殿を清掃して，幕をは 1)，旗を
あげ，米，魚、， rLt莱，泊などの供物をととのえる.午後 31寺頃から30分ほどでお被いと祝詞を終り，
その後 1 時lì~J30分ほど公会堂に席を移し直会を行なう.これには地区の役員を含めて年配者が30人ほ
ど参加する.
左義長 1月151=1に子供とその親が中心になって行う行事で，神社の境内に正月の部liや書初など
を持寄って焼く.
春祭 3 )~ 14，15 Elに行なわれる春祭りは， 4人の宮総代が中心となって準備し，神主のお被い
と祝詞の後.公会堂で、直会が行なわれる. 参拝者は年配者を 1=1::1心に30~35名で，各自 1001こ[1 の饗銭と
清酒の 2合ピンを持参する.春祭にはお供米代として各家から500門ずつが徴収される.
虫祭 6月22日は虫祭であり，虫送りのお厳いがある.それぞれの家vこ御弊のついた柿l'(最近で
は殺のプラスチックの棒を用いるようになった)がîJi~ られ，各自の農地の適当な場所にそれを立て
る.木根地i玄の東西南北の 41)/唱にも持1が立てられる.
秋祭 秋祭はこの地区で;J1主も大きな祭で， 10月14日と151=1に行なわれる. 70~80人が神社に参拝
する.宮総代が神社に供物をそなえ，械を立てる. 10月151ヨの午後 11寺30分頃から幼稚園児と小学生
が御輿をかつぎ，東島， 1:iJ島，新田島，和倉， fli J誌のJI頃で巡る. 10月15日の午前8n寺30分頃から午後
O時30分填までに， 2人の神主が地区内のすべての家を個々に訪れ，お放をする.宮総代が先導して
1人の神主は和倉から西島，新田島のJI原に， もう 1人のネ1'主は東島から向島，そして新田島の頗に巡
る.神主への謝礼として，祝詞のお礼を饗銭，玉ぐし代，それに潜と新米とモチ米をそれぞれ2升ず
つ，さらにフクラギ 2~， 大根とニンジン， コンブなどの供物を贈る 14) 午後 31時頃から神社でお肢
があり，その後公会堂で男性が中心になって酒宴を行なう.子供の御輿の巡回が終ると，やはり公会
堂で父兄がつきそって，慰労会を行なう.この地区の伝統芸術である雅楽もこの祭で演奏される.
新嘗祭 11月24日には新嘗祭を行なう.宮総代は午前91寺頃から神社の清掃をし，供物をあげ，
密旗をあげる.午後3時頃から神主によるお械があり，その後酒宴になる， これには24'"'-'5人が参加
するにすぎない.木根地区分の全戸から500円ずつのお米代を徴収し，神主へのお礼とする.
宮の総会 木根地区全体の総会で，神社関係を中心とした会計の決算と予算の報告が行なわれ，
承認を得る.普通8月の第 1日曜日に神社と公会堂を清掃してから行なわれる.すで‘に述べたように
神社以外の経費でも，木根地区全体に関するものはここで取り扱われる.
盆おどり 8月13日に木根地区全体で行う行事である.主に精明会が世話をし，各家から2000門
ずつ徴収して，木根ネ11社で、行なわれる.
3)諸組織の活動
精明会 すでに述べたように木根地区には各種の任意団体があり，それぞれが独自の活動を行な
っている.35歳未満の男性から成る精拐会には青年間も含まれ，約30名の会員がし、る.古くから木線
地区の諸活動の中心になったものであった.例えば1936年に建てられた古い木根公会堂は，精閉会が
に|コ心になったものであった.現在ではスポーツやレクレーション，懇親会によって会員相互の親睦を
はかるほか，木根地区の物故者の法要を行なったり，夏の盆おどりを主催したりしている.この地区
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に古くから伝わる芸能を保存する雅楽の会も，精明会の会員が中心となっており， 12---3人が参加し
ている.太鼓(1名)，笠(5名)，笛(2名)から成 1)，:fFj3社の祭礼の際には欠かすことのできな
いものとなっている.
:;，九よし、
三四五会 36A茂から55蔵jまでの男性がつくる三四五会の会員は， 約60名を数える. 1月の新年
会， 4月の花見， 7月の登1，8月のソフトボーノレ大会， 10 月の講演会など多様な催しを行なってい
る.これらの催しは会員に限らず，家族が参加することが多い.新年宴会や講演会など公民館を使用
することが多く，講演会には大学教授， {僧段イ4行佐JEl51j
の会は6年ほど前につくられたにすぎぎ、ないが，現在この地区の中核となる人が多く，活発に活動して
いる.
福寿会(老人会) 60歳以上の男女がつくっている福寿会は，約60名の会員がし、る.1986年春に
三島の区長がよびかけ， ゲートボーノレ場を新たにっくり，川原運動公園とよぶようにした. 8 aの土
地を無償で借り，木根地区全体の予算のにiコから整地代と建物修理代，材料費を合せて40万i二9を支出し
た.このゲートボーノレ;場と公民館が福寿会の E:!常の活動の中心的場所となる.福寿会は年2回虫祭り
と秋祭りの前に神社の境内の除草・清婦も行なっている.この他に，三四五会と福寿会の会員の中関
の年齢層が大正会をつくっているが人数が10名程度で懇親会をたまに行う程度でほとんど活動してい
tJ:_し、.
若妻会・婦人会 女性の組織としては35歳よりすれ、年齢層の若妻会とそれ以上の年齢!震の婦人会
がある.懇親会や慰安旅行，料理・生花教室，その他ボランティア活動などを行なっている.
その他の組織 レクリエーション組織としては，大正琴のグループと家庭菜闘をつくる「すごろ
くグループJなどが活動しており，し、ずれも女性が構成員である.また，児童クラブは小・中学生の
学校外の地域活動を促進するもので，子供の父兄が中心になり世話をし，秋祭の擦の子供詐1輿を主体
的に行なったり，海水浴やハイキングを企闘したりしている.これに類するものとして，保育鹿児の
母の会とし、うものもある.
木根地症の人々は当然、のことながら多くの経済的組織やグループに属している.しかし， これらの
組織は木根地区内で完結するものは少なし木根地区の人々が構成員として加わっている場合が多
い.例えば球根を栽培している 5 戸の農家は，青木球根組合にA~ し，相互に経営や技術の交流を行なっ
ている.稲作の育百組合も13青木村を対象とした組織で、ある.国場整備完了後導入されたトラクター
を中心に木根地区トラクタ一利用組合があった.しかし，農家がそれぞれ機械を購入するようになっ
て， これは1984年に廃止された.消防屈は隣接の I~)1地区ともに青木分団第3斑を構成しており，青
木土地改良i玄の役員の選出単位は青木用水下流の木根地区を含む4つの大字がlつにまとまってつく
っている.
近年のように農外就業が増えてくると，職場のグノレープでの交流が多くなると考えられるが， 1謁き
取りによると， 実際にはそれほどこれらの活動は活発で、はない.木根地区からは吉田工業 (20人)，
新和工業 (8人)， 日本電気 (8人)への通勤者が特に多いが， これらの人々がそれぞれまとまって特
別な活動をすることは希である.
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I -5 ;農村のコミュニケーションの特色
入善ILlJ木根地区におけるさまざまな組織と行事について述べたが，伝統的なものが依然、として多く
残っており p それらに新しいグループによる文化活動が加わり，多くの時間が訓かれていることがわ
かった.これらを通じて，密度の高いコとュニケーションが農村ではみられるといえよう.しかしな
がら一般的にいって，このような行事によって制約されることから，すべての住民にとって集落は
住みやすい生活空間であるかについては疑問がある.むしろ生活が豊かになり，個人主義的傾向が強
くなるに従い，わずらわしい面も多くでてくるのではないかと思われる.神社の行事なとへの参加者
が少くなる傾向は，兼業による生活の多十亡イヒとともに， このような意識の反映ではないかと考えられ
る.特に男性の若年・壮年層の集落内での活動が相対的に不活発で、ある.1文百五，経済的・!時間的に余
裕のある高齢者層や婦人層が集落!巧で大きな意味をもつようになってきた.
いず、れにしろ，木根地区の事例を通して，黒部川扇状地の農村の人々は，依然、として多くの行事に
基づく強い集落への帰属意識をもっていることがわかった.ところで，木根地IKでは集落の自治(1守・
社会的構造を反映して，班，島，区，大字地区という 4つのスケーノレのコミュニケー γtヨンがみられ
たが， ここで完結するばかりではなく， I日村やlJのレベノレまで広がるものも多い.田村の範聞とし
て，小学校区や土地改良区，地区公民館，農業協同組合支fiJTの管轄範悶に基づくコミュニケーションが
考えられる.また， n!Jの範屈におよぶものとしては， 1IIJ役場や農業協同組合，球線組合，共済組合，
農業改良普及所3 商工会，中央公民館，中学校区など多数の行政や教育，経済組織のほかに多くの自主
主的なサークノレを通じてのコミュニケーションがある.木根地区では伝統的行事やコミュニケージョ
ンの場として，特に重要な役割を果たしたのが，公民館(公会堂〉であった.そこで，次に公民館の
活動を通じて，黒部)1扇状地におけるコミュニケーショソの空間的広がりについて検討してみよう.
国 農村のコミュニケーションと公民館
盟-1 自治公民館
1) 木根公会堂(公民館)の機能
1949年に施行され1985年7月に改正された社会教育法によると，公民館は「市f1IJ村その他一定地区
内の住民のために，実際生活にsl/lする教育，学術及び文化に関する各種の事業を行い， もって住民の
教養の向上，健康の増進，情操の純化を図り，生活文化の振興，社会福祉の増進に寄与することを目
的とする.Jとしている.そして，公民館は法人によって設置される 330m2以上の面積をもっ建物
で， しかるべき事業を行い，そのための施設を備えている J公民館は営利を目的としたり，特定の政
党の利害に関する事業を行うことができず，特定の宗教を支持するものであってもならない15) この
意味からすれば，木根地区の木根公会堂，三島公民館，西島公民館はいずれも正式な公民館に該当せ
ず3 いわゆる類似公民館あるいは自治公民館とよぶへきものである.
木根地区には1986年に建てられた床面積207m2，木造 1¥皆建ての木根公会堂(三島公民館と兼A)
と1971年に建設された床面積76m三木造lIS皆建ての三島公民館がある.前者の建設以前には木根公会
堂があり，それは1936年に当時の精!照会の会員が中心になって入善銀行の所有地をflitり16)，570円余
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りの予算で建てたものであった.建設費は当時の青木村&からの 200円の補助金と精明会会員が出稼な
どをして蓄積した資金で、まかなった. /:1=¥征兵士がj首え始め壮行会を13flく場所ーが必要になったこと，若
い世代の集会場をもちたいという強い希望があったことが，公会堂建設の直践的動機ーとなった.第2
次世界大戦前には間島と三島を区別することはなく，木根j並区は 1つのまとまりのある集落であった
ため， この公会堂も木根地区全体で、建設され，使用され，維持管理された.西島公民館は，第2次世
界大戦後，元の肥料倉庫を集会場として使用していたものを， 1971年に改築したものである.
現在の木根公会堂は第4図に示したように， 58畳の大集会場と12畳の小会議室， 8畳:の談話室から
なり，し、ずれも和室である.大集会場の正面には仏壇が設けられており，その左の自i!り初日には最近の
物故者の名札がかかげられている.また，調理実習施設のついた合所も設けられている.座ぶとん，
机，食器，額， i置物，時計，ストーブなとーのすはすべて住民の寄付によるものであった.すでに述
べた年始祭や精明会主催の法要，法j忍訴の外に，法事:や識などに公会堂は使月3される.
1986年10月12日から11月25日までの401ヨ余りの使用状況をみると(第4表)，秋祭慰労会， 福寿会
l臨時総会，三四五会と婦人会の合同講演会， 1なー民体育大会選手慰労会，公会堂建設委員会，精明会主
催物故者追悼法要，すごろく会のすし作り，三島!玄常会，大正琴の会のD1~習，若妻会定例会，水田利
用再編対策実施計画確認など，さまざまな百的に使用されている.日誌に記入もれの可能性もあり，
これを考えると，竣功してからほぼ連日のように使用されていることがわかる.
2) 黒岩I~)1扇状地における自治公民館の分布
木根地区でみたような自治公民館は，主として住民が資金を出し合って建設したもので，そこでは
社会教育活動よりもコミュニテイ活動が多く行われている 17) 黒部)1扇状地では，このような自治公
民館の建設が第2次世界大戦前から活発に進められてきた.入善IHJの例によると，1945i=f三にはすでに
20の自治公民館があり， これらは昭和10年代に集落の集会場，共同作業場，公会堂，青年会館として
建てられたものを転用したり，改築したりしたものが多かった.さらに1955年までに33館が新設さ
れ，全部で55館になった.そのうちの24館は， 1951年から1955i=f三までの 5年間につくられたものであ
った.さらに1968年までに75館となり ，1986i=f三には97館となった.
出入口
第4図 入善II!J木根公会堂・三島公民館間取り
資料:木摂氏子保存|間取り堅l
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第 4 表木根公会堂・三島公民館利用状況 (1986'i':1三 10)~ 12 日 ~ll)~25 E:!) 
jヲ n寺 i間 利 j有 者 利用目的(利用人数)
10月12日I7 時"-21 1l~: 木根地!R 公民館竣功式(?)
131ヨ 8 時~14!時 木摂地区 公民館竣功式後始末(?)
151ヨ ? 子供御輿衆・氏子一伺 秋祭(?) 
20日 ? 福寿会 臨時総会(?)
24日 19時"-201l寺 三1Z9五会・婦人会 講演会 (81)
261ヨ ? 三四五会 ソフトボール反省会 C?)
26日 161l寺---21日寺 三島区 IlJ民体育大会選手慰労会(?) 
27臼 191寺30分，.._2fl寺30分 木摂公会堂建設委員会 建設費内訳内容指[J!3検討会 (10)
28日 201寺，.._211寺50分 縞明会 法安ーの準備および連絡(8 ) 
301ヨ 13fl寺，..._? 精閉会 物故者追悼法要 (150)
11 月11ヨ 18時30分，..._ 21H~j: すごろく会 農業祭のための芳司づくり (15)
21ヨ 18時，.._20時30分 すごろく会 農業祭のための寿司づくり (15)
2日 ? 三島区 三島常会(?)
31ヨ 15時---18B寺 三島グリ一会 産会 (10)
5日 19時30分"'-'2時 大正琴会 琴の練習 (10)
8iヨ ? 婦人会 定例会(?)
9 B 15H寺~ 木根公会堂建設委員会 会計支払し司王務(?) 
9日 191寺---211寺 すごろく会 農業祭の反省・持楽苑慰問準部l(15) 
12日 2011寺~21時 若妻会 定例会 (10)
13日 13fJ寺 ~14n寺30分 木根j並区 報恩講 (40)
17日 19f1寺30分"'-'2日寺 大正琴会 琴の練習 (12)
25臼 18時"-19時30分 三島区 昭和62年度水l1l利用再編実施計回確認(?)
資料:木根公会堂・三島公民館会合利用!ヨ誌
現在の自治公民館の多くは， 1970年から1980年の間に新築および増改築されたものである.すなわ
ち，入善町-の97の自治公民館のうち， 1960年代までにつくられた建物を使用しているものはわずか30
館にすぎない(第 5~1).黒部市においても悶様の傾向がみられ，現在の80の自治公民館のうち 59舘
が1970年以降改築したものである.朝日1汀と宇奈j引!lJでも1970年代後半にいくつかの，gj治公民館が建
てられたが， 1960年代以前の建物が依然、として多く残ってお札全体として老朽化の傾向が著しい.
黒部}J I扇状地を構成する 4つのT'1'ilJの自治公民館数をみると(第 5表)，すで、に述べた黒部市の 80
宮gと入善1]ーの97館のほかに，朝日1IJに47館，宇奈月IlJに18館がある. IflJ内数と自治公民館数の割合を
みると，黒部市，入善町，朝日IlJのJI損に普及率が高いことになるが 1館当りの人口は黒部-;=15，入善
1Hr，朝日 IlJ，宇奈月IlJの)1鼠に多く，逆の)1慎で、人口当りの自治公民館の密度が高いことになる.黒部)1 
扇状地の自治公民館の分布と 11IJ内会の境界をみると(第 61玄ì)，苦\~)I ¥扇状地においては大部分の 1lJ
内会あるいは lつの大字地区内の複数のflJ内会で，自治公民館を維持していることがわかる.しか
し，三日市や入善，治などの市街地では I~ 治公民館の分布密度が低い.都千15 f:fßで密度が低く，農村部
で、密度が高いといえよう.農村部の中でも扇状地北東部の朝日町の!日大家庄村， I日五箇庄村， I日南保
村の範簡で、は， 自治公民館の数は少い.
自治公民館としては比較的規模が大きい部類に入る床面積200m2以上のものは，石El・生地・
自立
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第 5図 黒部)'1扇状地の r~1 治公民館の建設年次
資料:各市IJlr教育委員会調べ (1986年 5月〉
第 5表 黒部}I扇状地 4ililf可の公民館数と人口
中央公民館|地変館|類似館|旧日刊数|町内数|人 口 i類似公民鮪 l!館当り人口
黒部市 1 80 10 93 36，878 462 
入善 IUr 1 97 10 127 30，015 309 
ilJJ 日IllJ 11 47 8 85 18，601 396 
宇奈月 1汀 6 18 5 36 7，254 201 
資料:各市IJ教育委員会調べ
公民館数は1986年5月301ヨ現在
人口は1985年12月現在
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-横山の各地区など海岸沿し、の集村地域と，三日r=IJや入善の市街地などの入口急増地域，そして右岸
地域の扇]頁部の小摺戸，新屋の各地区， さらに山麓線ぞいのUJI崎地区に多い. ¥"、ずれも人口規模の大
きし、町内(集落〉である.このことは， 1館当りの世帯数の地域差からも理解できることで(第7
図)，石田，生地，大布施，芦1I奇，横山，小摺戸の各地区では， ¥"、ずれも150世帯以上で1館を維持し
ている.しかし入善市街地南部や山崎地i玄では40~100戸程度で北較的大規模な公民館をもってい
る.一般に扇端部とiti街地では 1館当りの世帯数が多い，それに対して，扇央部から扇頂部にかけて
の散村地域では，少い世帯数で自治公民館を維持している.
黒部)1扇状地内の209の自治公民館について 1館当りの j主帯数をみると， 30~50世帯が最も多く，
このような場合が全体の40%近くを占めることがわかる(第8区1).この数は lつの公民館を支える
ための財源が確保できる単位であるとともに，相互に顔なじみで密接なコミュニケーションを維持で
きる単位として適当なものと考えられる.さらにl館当りの世;常数を20'"'"'10の範j却に広げると147館
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014 km 
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第6函 黒部)1扇状地における自治公民館と地区公民館，中央公民館の分布 (1986年10月)
資添い各市ll]教育委員会調べ3 および聞き取り
が含まれ， これは全体の70%を占める. 1館当りの世帯数がこれ以下になると財政的に苦しくなり，
またこれ以上になると自治公民館の自的であるコミュニケーションをはかることがI~sl難になると考え
られる.黒部JU扇状地の農業集落の構成戸数をみると，30'"'-'50戸のものが最も多く，すで、にみた木根地
区や別の機会に発表した浦山新地区のように18)，100戸前後の地区になると p 同一地区内に実質的な
集落が複数できあがってくる.
黒部)1扇状地においては，関場整備事業がほぼ完了した1970年から1980年にかけて，急激に自治公
民館の充実がはかられた.これらの大部分は自生的なもので，農村住民の日常生活に密着したもので
ある.近年ではさらに市街地での自治公民館が増加してきている.矢ケl崎は1968年の入善IH了の公民館
調査で19)，自治公民館を支える支持層として， (1)宗教行事を中心とした老人層， (2)生活改善に関
わる婦人層， (3)研修・娯楽・体育を目的とした青年j翠， (4)季節託児所・遊場とする幼児や児童の
4つをあ庁ているj 近年の社会・教育施設の充実，経済活動の広域化によって，幼児・児童j膏と青壮
年j曹のための島治公民館、の機能は低下したが，老人j習と婦人!曹の活動の場としての機能が強くなって
いる.
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資料・各T!illJj"教育委員会およひ住民H~~i1JM べ
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第 8図 J良部川扇状地における Igl1{:i公民館 1Ur¥当りの|止，Jij数 (1986""F-10YJ)
資料 .各iljllJ教育委員会および(l民訓!訓べ
111-2 地区公民館
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主l訪日)1[扇状地においては，集落レベノレの '~I 治公民 fn;'; のほかに， さらに旧 JIIJ村の純 Ull の j也 [~:と !IIJ全域
という 2 つのスケーノレ{:こわたって公民館がi~[値され，家庭につながる|一生活七ン'ター」としての，gj 治
104 
公民館，その基盤に立った jj白区センタ -Jとしての地区公民館3 そして「文化センタ -Jとしての
中央公民館の建設が1950年代から進められてきた20) 玉県部川扇状地においては， Igl治公民館が先行
し，地区公民館があとに発足した点に特色がある.現在の地区公民館は，1949i:1三の社会教育法の設置に
より，当時のI1!J村ごとに I舘ずつ発足したものであった.入善1日ムでは10の!日 1IJl寸に対して， 11の地区
公民館が設置されている.これらの地区公民館は， 1975年頃まで!日役場や1=1小学校を用いたり，農業
協同組合や役場支所などに併設されていたものが多かったが，その後各種の補助事業によって，大部
分が近代的建物になっている.例えば飯野公民館は1975年に建設省の農村総合整備モデノレ事業の一環
として建てられたものであり， J二 j京公民館は通商産業省の工業再配置促進費補事業によって 1986~:ìニに
完成した入善IJ産業展示館の一部で、あり，横山公民館は農林水産省の漁村緊急整備事業によって1980
年に完成した入善IllJ1ff-l， 1~.センターの一部という具合である.地元が独自に公民館として建設したの
は，小摺戸と納il-lの2館にすぎない.
木根地区が属する1ヨ青木村では， 1949年の社会教育法により，当時の青木役場に公民館が併設され
た.さらに1953年のIHJ村合併により，役場跡地に青木農業協同組合が建てられ，その 211昔を公民館と
して使用するようになった.その後農業協関組合も合併し，入善町農業協同組合青木支所となった
が，支所の建物が新築された1975年以経も， 2階は公民館として使用された.そして1986年4月に労働
省と県の補助による勤労婦人青少年福祉施設整備事業の f入善町1動く婦人の家Jとして新設された.
この施設は!日青木村のほぼ中央に位置し，敷地はi司青木小学校跡地であり，隣接して幼稚園，向いに
農業協同組合がある.20畳の和室2室，講習室，料理実習室，談話室，図書室， 託児室，そして 150
人を収容できる225.12m2の軽運動室がある(第 91玄)).総事業費は11，780万円で，そのうちの34%に
当たる4，000万円が国と県の補助金であった.
この施設の本来の目的は，勤労婦人や家庭婦人が余i駁を利用して版業生活や家庭生活に必要な知識
や技術を身につけ， レクリエーションを行う場を提供する施設であるが，実質的には1=1青木村の公民
館として使用されている.公民館長， 主事 l人，主事:補3人， 青年学級主事 1人が決められている
第 9図 入善IlJ]・広域働く婦人の家・青木公民館の!日i取り
資料:入善1]"社会教育課資料
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が，常勤者はし、ない.青木土地改良症の事務所がこの施設の事務室:に置かれており，土地改良i玄の事務
職員に施設の管理がまかされている.また，地区体育協会，婦人会，青年匿し区長会， PTA，農協
婦人部の代表のほか，民生委員や学識者ら10人が公民館運営雰議委員となっている.地区公民館開設
学級講座は，青年学級と婦人学級，公民講座，そして豊かなふるさと大学などである.これらの事業
には/fl]冶ミら公民館事業委託料として補助金が出されるほか，公民館運営のための補助金もあるが，い
ずれも多くない.1985年の青木公民館の助金は， 483，OOlTJであった.
1986年4月281=1から7月31::1までの「入善IIlTJ玄域働く婦人の家利用承認申 により利用状況を
みると，軽運動場で、は10"-'20人ほどのグループでゲート ;f~ ーノレ練習，健康体銀，卓球， カラオケ練習
会，大正琴の会，婦人の体力づくり運動，パトミントン， ピーチバレーなどがほぼ定期的に行なわれ
ているほか，婦人学級や住民検診などにも使用されている. [\主運動場は 84 日間の I~Jg館 iヨに45回使用さ
れた.他方，和室は同じ期間に5011i1使用されており，大正琴の練習，婦人学級，住民検診， 胃ガン
検診，詩i吟の練習， カラオケ教室，農協婦人部会会合，婦人会会合，若妻会，民生委員会，遺族会，
青木体育協会，商工会，青木区長会など， さまざまな用途に月弘、られた.これらも10"-'30人の参加者
のものが多く， 1ヨ青木村の範囲を対象としたさまざまな組織の会合やレクリエーショングループが多
い.中には，公民館に隣接した集落の会合で使用する場合もある.料理実習室，話二習室，談話室の使
用回数は， I司じ~m11去にそれぞれ 3 @]， 3回， 1 Iillと非常に少なかった.一般的には婦人と高齢者の使
用が多く，さらに一部の老人が日中に使用する外は，大部分午後7時30分から1013寺の|笥に使用が集中
している.
ID-3 中央公民館
黒部)1扇状地の 4市IlJにはそれぞれ 1館ずつ中央公民館が設置されており，市IllJ全域を対象として
さまざまな事業を実施している.かつての木造の建物が，部日IllJでは1972年，黒部市では1978年，宇
奈月1IJでは1980年，入善町ーでは1986年に鉄筋コンクリートの近代的建物に改築された.入善IJでは中
央公民館と文化ホーノレ， IlJ立図書簡3との複合施設として「入善IlIJ民会館」が建てられた. HlJ民会館の
延床面積は5，958m2で，そのうちの2，004m2を仁l
研修集会室3ι，和室3，視i聴臨覚室 1がある.床商積が2，6ω0印11がジ2でで、座j席吉数が560の文化ホ一/ルレは， 優れ
た音響効果をもち， クラシッグコンサートにも適する施設を俄えている.1京市積1，353m2の図書館は
蔵書数が48，000冊余りであり，そのうち児童図書が27%を占め， 1985年度の実績によると利用問数の
うち52%が児童書であった.
中央公民館の利用団体としては，児童クラブ連合会，入普IlIJ体育協会，入善町PTA連絡協議会，
入善IUJ連合青年間，入善1]連合婦人会などの地域組織のほかに，大正琴， 囲碁， はり絵， 詩吟， 書
道，墨絵， ビデオ，短歌，し、け花，俳句，木彫，写真，尺八，陶芸，フォークダ、ンス，ノミド、ミントン，
ゲートボーノレ，卓球，体操なとやの趣味やスポーツの団体を含めると61の組織が利用している.趣味お
よびスポーツ団体の会員は10~30名ほどのものが多く，入善町全域からの会員をbjÇ っているものがほ
とんどであるが，入善I1IJ市街地の人々が多い傾向にある.展示場を利舟した美術展示の催しも数多
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し、.
文化ホーノレは，文化講演会，映画上映会，音楽会，劇，落語， コンサートなどの催物の外に，バレ
エやピアノ，今などの発表会，入善IlJの社会福祉大会や社会教育大会p 交通安全IIJ民大会，東洋紡
労組入善支部大会，入善町健康づくり i町民のつどい，黒部川扇状地シンポジウムなどの集会にも利用
されている.町民会館は中央公民館と図書館と文化ホーノレを有機的に組み合せることによって， IlJj或
のみならず，黒部川扇状地全域を対象とした地域文化振興の拠点となることをめざしている 1]'民会
館の中には入善1汀教育委員会社会教育課が慣れ， 4人の職員が公民館主事を兼任している外 2人の
常任の社会教育指導員がし、る.
ところで， IIJ民会部がどのような範i凶からどれくらいの人々をひきつけているかを， 1986年10月か
ら11月にかけて 3回にわたって関かれた県民大学への出席者によって検討した.これは富山県教育委
員会と入善町民会館!の共催によるもので， 10月181ヨは渡辺昇一氏， 10月251ヨは国弘正雄氏， 11月1Iヨ
は林真理子氏による入場料無料の文化講演会てoあった.氷見市と入善01]で同じ催しが行われた.入善
町内にはIHJの公報とIlJ民会話;催物案内を全戸に配布し講演について周知させ， f也市町村には北日本新
聞の催物欄，市販の 4情報誌 fタウン情報富山Jで宣伝した.受講申込者数は793で， I町内564，IsJ外
229であった.第 1日ljの出席者は397名，第 21ヨ13376名，第 3日iヨが568名であった.全体の出席率は
56%であった.受講者のうち女性が72.5%を占め， しかも20歳代から40歳代までが女性全体の72.3% 
を占めた(第6表).これは林真理子氏の講演があったことが大きく影響している.反面，男性は60
歳以上が全体の26%を占めた.第10図は受講者の居住地を図示したものである.これによると， !町民
会館に近い入善市街地の居住者が182人で，全体の28.6%を占め圧倒的に多く，さらに入善市街地近
辺の国道8号線ぞい，およびそれより北側から多くの人々をひきつけていることがわかる.さらに入
善町に居住する受講者は460人で全体の72.2%を占め，これに朝iヨIHJの85人が次いでし、る，隣接する
黒部市からの受講者は38人で，富山市や魚津市からの受講者がそれぞれ20人と17人であったことと比
較すると少い.すでに多くの研究者によって指摘されているが，黒部)1が大きな心理的精害となって
いることがこのことからもうかがえる.黒部市からの受講者のもう lつの特徴は，その90%近くが女
性であり，男性が塩端に少ないということであった.
当然、のことながら講演の内容や催物の種類によって， IJ民会館の利用範囲と利用者は異なってくる
が，県下に広く宣伝されたにもかかわらず，利用者の居住地は1l1J民会館に近接する入善市街地が極めて
多く，次いで入善町内，そして隣接している朝日!日了は比較的多く，黒部市になると少なくなるf!な民
会館を核とするコミュニケーションの範囲は，ほぼ1IJ域に限られているとみなしてよさそうである.
第 6表 入善IIlr民会館における年齢別保氏大学受講者 (1986年10月---1月)
i峨未満 lい20---29歳 130--39裁|い4刊
男 I 7(ω4%め)I 2お5(1凶45形百) ¥ 3叩0(17%￥め)I 31(1凶8ヌ%)12幻7(ι15タ%ザ幻)I川46以(2お6%ザ幻)I 9 (何6%ザの)¥ 
女 I 9(ω25がザめ)I 9部5(2幻1%の)1125 (2幻7%百の)1114 (2お5%)I 61以(1日3タ%ぎ) I 2お8(6タ%)¥ 3却O(ω6%)I 
合 計|附が)ド20(19%)I日5(24%)1145(23%) I制例)I日 (12%)I附が)I 
資料:入善町社会教育課資料から集合1-
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入善l町民会館における県民大学受講者の住所 (1986i~三 10月 ~11 月)
資料:入善IJ社会教育課資料
右欄の黒部)1康状地外市HlTおよび図示できなかった朝日I!lJと宇奈月町の場所は
左上の地図に示した.
014 km
第10図
集落， 1ヨfl]以上公民館の例で示したような，
さまざージョンの空間的広がりは，黒部川扇状地でrtくみられるものである.公民館にかかわらず，
制度も似たような形で、配置され，黒部)1扇状地におけるコミュニケーションに影響組織，まな施設，
をおよぼしている.
びすむN 
まず入善町木根地匿のさまざまな生活黒部J1扇状地における農村のコミュニケーションの実態を，
自治的および年中行事を通して検討した.かつての藩政村であった木根地区では，組織とその機能，
そして大字地区という 3つのスケーノレのコミュニケーション班と|玄，-社会的地域単位に基づいて，
区と]涯の中間の開発の経緯と!弓族の拡大過程を反映すると考えられる「島Jが，が存在したほかに，
伝統的な社会的・宗教的スケーノレに存在することがわかった，木根地区のような集落のレベノレでは，
さらには新しい文化的・レクリエーショ行政的・経済的・教育!めな組織の下部単位，行事のうえに，
?
極めて多くのコミュニケーションの機会が存在することがわかった.ン l~均組織の活動が重なって，
自治公民館であった.してこのようなコミュニケーションが行なわれる重要な場所が，
公民館が地域文化の振興とコミュニケーションの円滑化に大きな
すでにみた集落の自治公民館を基盤として泊fBJ村をそして大部分の地域で、は3
一般に黒部JfI扇状地においては，
役割を果たしている.
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対象とした地区公民館，そして市IIJ域全体にサービスする中央公民館が設置され，住民は 3つのスケ
ーノレのそれぞれ異なる機能をもっ施設を利用できる.集落の 13生的な自治公民館は， I=j常生活に密着
して活発な機能を果たしている.他方，仁!コ央公民館は市IJで、ーの高い水準の文化センター，研修セ
ンターとしての機能を果たしている.ただその利用者は，市町域全体におよぶというものの，詳細に
みれば設置場所の近辺の住民が特に利用するという傾向もみられる.この仁i寸前の地区公民館は，近年
の各種の補助事業の導入により，建物は立派になったが，その果たすべき機能がいまだに不明確のよ
うに思われる.利用状況をみると， 1日1IJ村単位で組織されている婦人会やPTA，青年間などの既成
の団体や，建物近辺の趣味やスポーツのグループが多いように忠われる.地i玄公民館の活動の不活発
な理由として，専任職員がし、ないということがあげられるが，さらに泊町村という範囲自体のもつ笑
質的な機能が，農業協同組合の合併や小・中学校の統廃合，土地改良事業の完了などによって，低下
してきたことも 1つの理由としてあげられる.農村のモーターリゼーションによって，住民の行動範
囲が広がったことも，中間的な地区公民館の機:能の低下と関係あるように思える.し、ずれにしろ，黒
部)1扇状地ではコミュニケーションをはかるために，施設問や制度閣では極めて恵まれているといえ
よう.
この報告のための現地調査の際，入善IlJ役場教育委員会社会教育課，木根地区の本IJ!保区長やJ市場政治宮総
代を初めとする多くの方々，入善IEJ青木土地改良区，入善農業協同組合青木支所，黒部)1扇状地地域社会研究
所などの諸機関にお世話になった.製j:gjは筑波大学地球科学系の小u時四郎技官に依頼した. この報告作成にあ
たって， f昭和61・62年度文部省科学研究費補助金一般研究 (C) Iわが閣におけるコミュニケーション空間に
関する地理学的研究J (代表者:高橋伸夫，課題番号61580200) と昭和61・62年度文部省科学研究費補助金一
般研究 (B) Iわが国の農村地域における非農業化現象に関する動態的研究J (代表者:山本正三，器具題番号
61450090)による研究費の一部を使用した.以上を記して感謝申しあげる.
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Con1n1unication and COn1ffiunity Halls in Rural Regions 
of the Kurobe Alluvial Fan 
Akira T ABA Y ASHI 
This pepar describes and analyzes communication in the rural regions especially from the 
spatial point of view. A vil1age， called Kinone on the Kurobe alluvial fan， Toyama prefecture 
was selected as the study area. Kinone has a population of 43もand93 householc1s of which 
about 80 percent are farm households. This was a pure rura1 community about 20 years ago， 
but now most farmers engage in such non farm jobs as public emp10yees， factory i，vorkers and 
ivorkers in the service industry. Their non farm income is much more than that of their 
fann income. 
Kinone has three types of territorial subunits of different scale. The fundamental subunit 
called shima， literally island， consists of from 15 to 28 households. It is estimated that slightly 
high mound-like places with relatively deeper soil in the丑oodplain were first settled anc1 
gradual1y developed into hamlets， shi?na. There are four shimas in Kinoロe，and these are not 
on1y territorial organizations but also areas ivith long bloodlines. 
One shI1na area is further divided into two or three subunits called han consisting of from 
7 to 10 households. This is the smallest neighborhood and an area where the households con・
cerned communicate with one another intensively in daily life. On the other hand， there are 
spatial units， that is hu， that are larger than those of shimαThe three shimas located in the 
northeastern part make up l'v1ishima-l?u， and the remaining one in the southwest is relatively 
isolated and large enough to be aロindependentku， Nishijima -1m. A ku is a self-governed unit 
which is actually a lower branch of a municipality， machi(town) or shi(city). The head of the 
hu transfers information from the municipality to the hu and from the hu to the municipality. 
The two l?us， Mishima and Nishijima form Kinone， a traditiona1 village. 
The c∞omτnmunιica抗tion0ぱfKinロo叩ιO∞
110 
and communal work. There are a New Year's banquet， an annual meeting， monthly meetings， 
spring and autumn festivals at the Kinone shrine， Buddist functions， the ceremonies of co・
ming of age， marriage， funerals and ancestral worship， dredge of irrigation canals， clearing 
and repairing of farm roads and planning of rice plant regulation， etc. ln addition， there are 
many spontaneous groups organized by age and sex which are active in recreation and in 
labour service. Several recreation or sports groups have been also organized. 
The community hall plays an important role in pursuing the above mentioned communi-
cation activities in Kinone. The community hall was rebuilt in 1986 at a cost of￥21 million， 
of which the municipality subsidized only￥500 thousand and the rest was bore in common 
by the 93 households in Kinone. 
Peoples's communication activities have fU1了therexpanded spatially beyond the village 
domain. The important spatial units for Kinone are the areas of the old municipality and the 
present municipality. There are many organizations and facilities for communication bet-
ween these spatial units， but community halls and communication activities carried out there 
are very important in terms of cultural， educational and recreational asepcts. For the old 
municipality of Kinone a neiV community hall was built In 1986 by the preseロtmunicipality in 
place of the old building that was attached to farmers cooperatives. New central community 
halls for the present municipality were also built recently. 
People on the Kurobe alluvial fan enjoy the three level of community hal1 systems from 
village through old municipality and to the present municipality. Village community halls 
play the part of place for daily communication， and the municipal central community hal1 has 
the function of 0首eringvarious events with a high quality of culture. Old municipal com-
munity halls play an intermediate role between the above-mentioned two. 
111 
写真 1 ~<:1HJ 出 iメ'の朱治 1;{'(i}~
(19お611"-11)]) 
本1HJ由1)(，のiH;存は集中jをなし
:おり， ~T ，( ;j と i訂正ふ %Jr IJ H!)， 手!l
1'f， IJLi，1誌のかたまりに分けてい
る， そのうらの史j:!ノをiILi(dHI(，jか
らみたj片側である， 切り主 21惜
;Jlての家九;が多く， )<: i1b)Jが¥il'i¥l品
~i，~fHli の〉と f した 1970イ|三 jユ 1;示に新築
，1ltこ. /1 ~ ;!H，~の建物 l 土木似公会完全
(..:公民自己)である. 二子Jiiの]Ili
J;¥/)ではチ L リーッソカリ主Jiされて
し、yj.
写真 2 ~(HHql.;q" ( ~H一之 ?U
(J 986イ|二llJJ)
本jJ{J虫;ζのICI央にNE'/!'ずるイミ担
制作h，t )I巨命7 メ !I/，~出):.
(1¥1， 1}1ノ， VI刊の生L毛f配ることか
ら今ミtl之社とよばれる， ド1村は本
lHJ世¥J，:の粘Nq')サ1"主左なっており，
この{I]I争1"，の千j'!jfがIU己の与への
1m ~、 1'111 )，{f，怠訟も~%:íí'~与するたふ川こ展
望Jな役割をしている. -1人の宮総
代を1川Jとしてf昨J1さ，れている，
写真3 本 H~公会三j;Jj公民 íYJ1i
(1986:i'r 11JJ) 
イ三位担11{1: の l~jJ l寸こ19861Te]OJJ;こ
え1(0);lljの予算で建築された本
担公会常がある. 三品公より出と旅
)1であり，玄関の軒下に樹に 7木
1H公会:-I~仁j (写真ではみえ，なし、j，
左側に 1 島公民f'W.! のお!'~授がか
かげられている. 11 市の~t{~fífこ梓J
したさまざまな会合やレクリエ
ーシ可ンなどρ;1dっh.る，
112 
写真4 本i1~公会常 Jdlと ;~J~J
(1986年11)J)
本JH公
1:，n'l¥には，官、J571が設けら jしてい
る， (fl勺1:真右がさかんなJ，I};(fl¥)Ilu] 
:\!~J也でtむわずらしいことではな
く，かつてはじl治公民館が仏教の
道場の投'，ljll'~ 果たしていた， lI:iJっ
ておiHlJのおおいを1見ると，物"氏名
のぞI~tがかかっているのがわか
るおまいりしているのl主， *H~ 
Jil瓦の訂
写真5 入山lIJ広域的く婦人の家
木公j己官1'((198611:1 
JJ) 
1111:本Hの{引ま1'9とに(ιii"tする
延!よ 1~j i杭60:)111 2 の件lí)j~ て
] 986fl': ~. )jに1m航となった
ッ;1動tl'とYJI;(1) fli J)Jをf'.十てji!られた
もので，税j主動j払不1'ぷ， ;ji+J!.j{ 'J~ 
ぷ，論訣品三¥ベJ か
ら}J文りにI.IJi1j二本中!の;，屯1mのfi:
j止のレクリションJ
ヅ， さまさまの会子?を;LI!lての
ケ…ショ/の 11 l.L~， JjÍ!i[設とな
っ f叫し、.-:.;)
写真 6 入/;;/llj民会館((1倒的三Jl
))) 
Ij'央公民館とi父iij、館と丈化小← v
!~ (通称コスモホ…/けを抱合さ
せた延床!(li結5，957m2の建物であ
り，入荷111ft生 J;J;~vこ l持依して Jむられ
た， 22[をJ ， 1(0)}11 J の子/~{で 1986
:Sv. 3 FJに完!定し， jfiJ1f 5 Jに¥31航
された酔 LI 'ii¥'n]なコミュニケーシ
ョン，教育・文化・レグリエーシ
ョンノ活動から， i'，uj¥，、求棋の文化的
{保物の蛇{jhまで多様な機能をも
てL、る.
